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(57)【要約】
【課題】ポップアップ画面の表示態様をクリエイティブ
とする広告効果を容易に向上させることができる、情報
処理装置、情報処理方法および情報処理プログラムを提
供する。
【解決手段】情報処理装置は、インターネット上の予め
定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にア
クセスしたときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表
示画面において第１の表示態様で表示されるポップアッ
プ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、表示画面におい
て第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示される
ポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成
するページ生成部と、ユニフォームリソース識別子にア
クセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂペ
ージを、基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅｂページとで切り
替えるページ切替部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセス
したときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れるポップアップ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、前記表示画面において前記第１の
表示態様を変更した他の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂペ
ージとを生成するページ生成部と、
　前記ユニフォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷ
ｅｂページを、前記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替
部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記基準Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告の効果と前記比較Ｗｅｂページに
対するアクセスに基づく広告の効果とを解析する解析部と、
　前記解析部において解析された解析結果を提供する結果提供部と
　をさらに備える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記他の表示態様を、インターネットを介して接続された端末から設定可能にするため
のユーザインタフェースを提供するＵＩ提供部をさらに備える、請求項１または２に記載
の情報処理装置。
【請求項４】
　前記ＵＩ提供部は、前記他の表示態様におけるポップアップ画面において表示させるコ
ンテンツの表示態様を設定するためのユーザインタフェースを提供する、請求項３に記載
の情報処理装置。
【請求項５】
　前記ＵＩ提供部は、前記他の表示態様におけるポップアップ画面において表示させる動
画コンテンツを動画公開サイトから取得するためのユーザインタフェースを提供する、請
求項３または４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記ＵＩ提供部は、前記他の表示態様におけるポップアップ画面の表示条件を設定する
ためのユーザインタフェースを提供する、請求項３から５のいずれか一項に記載の情報処
理装置。
【請求項７】
　前記ページ生成部は、予め設定された条件に基づき前記比較Ｗｅｂページを生成する、
請求項１から６のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記ページ生成部は、前記ユニフォームリソース識別子に対する流入元の情報に基づき
前記比較Ｗｅｂページを生成する、請求項１から７のいずれか一項に記載の情報処理装置
。
【請求項９】
　前記ページ切替部は、予め設定された条件に基づき前記ユニフォームリソース識別子に
おいて表示されるＷｅｂページを切り替える、請求項１から８のいずれか一項に記載の情
報処理装置。
【請求項１０】
　前記ページ切替部は、前記ユニフォームリソース識別子に対する流入元の情報に基づき
前記ユニフォームリソース識別子において表示されるＷｅｂページを切り替える、請求項
１から９のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　情報処理装置において実行される情報処理方法であって、
　インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセス
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したときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れるポップアップ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、前記表示画面において前記第１の
表示態様を変更した他の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂペ
ージとを生成するページ生成ステップと、
　前記ユニフォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷ
ｅｂページを、前記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替
ステップと、
　を含む、情報処理方法。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセス
したときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れるポップアップ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、前記表示画面において前記第１の
表示態様を変更した他の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂペ
ージとを生成するページ生成機能と、
　前記ユニフォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷ
ｅｂページを、前記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替
機能と、
　を実現させるための、情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報処理方法および情報処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インターネットを用いたＷｅｂ広告におけるマーケティング手法としてＡ／Ｂテ
ストと呼ばれる手法が用いられている。Ａ／Ｂテストにおいては、Ｗｅｂページに含まれ
るテキストの表示態様等を広告要素（クリエイティブ）として、クリエイティブをＡパタ
ーンとしたＷｅｂページと、クリエイティブをＢパターンとしたＷｅｂページの２パター
ンを用意する。Ａ／Ｂテストでは、用意したＷｅｂページに対する顧客からのアクセスを
分析することにより、どちらのクリエイティブの方がより高い広告効果を得られるかを検
証する。Ａ／Ｂテストにおける広告の効果としては、例えば、ＣＴＲ（Ｃｌｉｃｋ　Ｔｈ
ｒｏｕｇｈ　Ｒａｔｅ）、またはＣＶＲ（Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ　Ｒａｔｅ）等の指標が
用いられる。Ａ／Ｂテストにおいては、クリエイティブの変更による広告効果の差異を明
確にするために、基準となるＷｅｂページのクリエイティブの一部を変更した比較用のＷ
ｅｂページを用意する場合がある。例えば、クリエイティブとして、テキストの文言、ま
たは表示画像を変更するＡ／Ｂテストが知られている。
【０００３】
　特許文献１には、Ａ／Ｂテストの結果からオンライン広告を修正して全体的な成果又は
有効性を高める方法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２０１０－５２０５６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、ポップアップ画面を表示させるためにはスクリプト言語等でのプログラミング
が必要となるため、ポップアップ画面をクリエイティブとするＡ／Ｂテストには表示用の
プログラミングの変更が必要となり、プログラミングコスト等の問題から容易にＡ／Ｂテ
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ストができない場合があった。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、ポップアップ画面の表示態様をクリエ
イティブとする広告効果を容易に向上させることができる、情報処理装置、情報処理方法
および情報処理プログラムを提供することを一つの目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）上記の課題を解決するため、情報処理装置は、インターネット上の予め定められ
たユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに表示さ
れる広告の表示画面において第１の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する基
準Ｗｅｂページと、表示画面において第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示され
るポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成するページ生成部と、ユニフォ
ームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂページを、
基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替部と、基準Ｗｅｂページ
に対するアクセスに基づく広告の効果と比較Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告
の効果とを解析する解析部と、解析部において解析された解析結果を提供する結果提供部
とを備える。
【０００８】
　（２）また、実施形態の情報処理装置は、基準Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく
広告の効果と比較Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告の効果とを解析する解析部
と、解析部において解析された解析結果を提供する結果提供部とをさらに備えるものであ
ってもよい。
【０００９】
　（３）また、実施形態の情報処理装置において、他の表示態様を、インターネットを介
して接続された端末から設定可能にするためのユーザインタフェースを提供するＵＩ提供
部をさらに備えるようにしてもよい。
【００１０】
　（４）また、実施形態の情報処理装置において、ＵＩ提供部は、他の表示態様における
ポップアップ画面において表示させるコンテンツの表示態様を設定するためのユーザイン
タフェースを提供するようにしてもよい。
【００１１】
　（５）また、実施形態の情報処理装置において、ＵＩ提供部は、他の表示態様における
ポップアップ画面において表示させる動画コンテンツを動画公開サイトから取得するため
のユーザインタフェースを提供するようにしてもよい。
【００１２】
　（６）また、実施形態の情報処理装置において、ＵＩ提供部は、他の表示態様における
ポップアップ画面の表示条件を設定するためのユーザインタフェースを提供するようにし
てもよい。
【００１３】
　（７）また、実施形態の情報処理装置において、ページ生成部は、予め設定された条件
に基づき比較Ｗｅｂページを生成するようにしてもよい。
【００１４】
　（８）また、実施形態の情報処理装置において、ページ生成部は、ユニフォームリソー
ス識別子に対する流入元の情報に基づき比較Ｗｅｂページを生成するようにしてもよい。
【００１５】
　（９）また、実施形態の情報処理装置において、ページ切替部は、予め設定された条件
に基づきユニフォームリソース識別子において表示されるＷｅｂページを切り替えるよう
にしてもよい。
【００１６】
　（１０）また、実施形態の情報処理装置において、ページ切替部は、ユニフォームリソ
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ース識別子に対する流入元の情報に基づきユニフォームリソース識別子において表示され
るＷｅｂページを切り替えるようにしてもよい。
【００１７】
　（１１）上記の課題を解決するため、情報処理方法は、情報処理装置において実行され
る情報処理方法であって、インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別
子（ＵＲＩ）にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において
第１の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、表示画面
において第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示す
る比較Ｗｅｂページとを生成するページ生成ステップと、ユニフォームリソース識別子に
アクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂページを、基準Ｗｅｂページと比
較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替ステップとを含む。
【００１８】
　（１２）上記の課題を解決するため、情報処理プログラムは、コンピュータに、インタ
ーネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセスしたとき
にＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示されるポッ
プアップ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、表示画面において第１の表示態様を変更し
た他の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成する
ページ生成機能と、ユニフォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに
提供されるＷｅｂページを、基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ
切替機能とを実現させる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の一つの実施形態によれば、情報処理装置は、インターネット上の予め定められ
たユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに表示さ
れる広告の表示画面において第１の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する基
準Ｗｅｂページと、表示画面において第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示され
るポップアップ画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成し、ユニフォームリソース識別
子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂページを、基準Ｗｅｂページ
と比較Ｗｅｂページとで切り替えることにより、ポップアップ画面の表示態様をクリエイ
ティブとする広告効果を容易に向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施形態における情報処理装置のソフトウェア構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図２】実施形態における情報処理装置のハードウェア構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図３】実施形態における情報処理装置の動作の第１の例を示すフローチャートである。
【図４】実施形態における情報処理装置の動作の第２の例を示すフローチャートである。
【図５】実施形態における情報処理装置の動作の第３の例を示すフローチャートである。
【図６】実施形態における情報処理装置から提供されるＷｅｂページの表示態様を設定す
るためのＵＩの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態における情報処理装置、情報処理方法および
情報処理プログラムについて詳細に説明する。
【００２２】
　先ず、図１を用いて、情報処理装置の機能を説明する。図１は、実施形態における情報
処理装置のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。
【００２３】
　図１において、情報処理装置１は、ネットワーク９を介して、利用者端末２および顧客
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端末３と通信可能に接続されている。利用者端末２は、例えば、情報処理装置１によって
提供されるＷｅｂページの広告の広告主が操作する端末であり、Ｗｅｂブラウザ２１を介
して後述するポップアップ画面の表示態様を設定する端末である。顧客端末３は、例えば
、情報処理装置１によって提供されるＷｅｂページの広告によって商品またはサービス等
を購入または利用する顧客によって操作される端末である。なお、本実施形態における広
告とは、商取引を目的とするものには限定されない。例えば、広告は、有償無償を問わず
、アンケート等への回答を促す目的のもの、または情報の提供のみを目的とするものであ
ってもよい。図１は情報処理装置１の接続先を例示して示すものであり、情報処理装置１
の接続先を限定するものではない。例えば、情報処理装置１は、利用者端末２または顧客
端末３が複数台接続されるものであってもよい。ネットワーク９は、有線または無線を介
するネットワークであり、例えばインターネットである。以下の実施例においてネットワ
ーク９はインターネットを例示して説明する。
【００２４】
　情報処理装置１は、通信制御部１１、ＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）提供部１
２、ページ生成部１３、ページ切替部１４、記憶部１５、解析部１６および結果提供部１
７の各機能部を有する。本実施形態における情報処理装置１の上記各機能部は、本実施形
態における情報処理プログラム（ソフトウェア）によって実現される機能モジュールであ
るものとして説明する。
【００２５】
　通信制御部１１は、ネットワーク９を介して接続された利用者端末２または顧客端末３
との通信を制御する。通信制御部１１は、例えば、Ｗｅｂページを提供するためのＷｅｂ
サーバである。通信制御部１１は、インターネット上の予め定められたユニフォームリソ
ース識別子（ＵＲＩ：Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を有
している。ＵＲＩは、例えばＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏ
ｒ）である。通信制御部１１は、顧客端末３のＷｅｂブラウザ３１から所定のＵＲＩにア
クセスされたときにポップアップ画面を含む広告の表示画面を表示するＷｅｂページ（ラ
ンディングページ）をＷｅｂブラウザ３１に提供する。本実施例では、通信制御部１１は
、基準Ｗｅｂページ（後述）と比較Ｗｅｂページ（後述）を提供する。
【００２６】
　ここで、ポップアップ画面とは、Ｗｅｂブラウザ３１に表示されるＷｅｂページの表示
画面に重畳して表示される新たなウィンドウ画面である。ポップアップ画面には、例えば
、テキストコンテンツ、静止画コンテンツ、動画コンテンツ等の表示コンテンツ（表示要
素）を含めることができる。表示コンテンツにはハイパーリンクを含めることができ、Ｗ
ｅｂブラウザ３１においてハイパーリンクを含む表示コンテンツをクリック等したときに
リンク先のＵＲＩにおけるＷｅｂページが表示される。なお、ポップアップ画面は、表示
画面をスクロールしたときに一緒にスクロールされるものであってもよく、また、表示画
面をスクロールしたときにおいても常に表示されるもの（フローティングウィンドウ）で
あってもよい。
【００２７】
　ＵＩ提供部１２は、基準Ｗｅｂページにおいて表示されるポップアップ画面の表示態様
（第１の表示態様（後述））と、比較Ｗｅｂページにおいて表示されるポップアップ画面
の表示態様（他の表示態様（後述））とを設定可能にするためのＵＩを利用者端末２のＷ
ｅｂブラウザ２１に対して提供する。
【００２８】
　また、ＵＩ提供部１２は、Ｗｅｂブラウザ２１に対して、ランディングページのＵＲＩ
を登録するためのＵＩを提供するようにしてもよい。ＵＩ提供部１２は、ランディングペ
ージである基準ＷｅｂページのＵＲＩと比較ＷｅｂページのＵＲＩを同一のＵＲＩまたは
別個のＵＲＩとして登録できるようにしてもよい。ランディングページのＵＲＩを同一に
することにより、利用者は、表示態様の異なるＷｅｂページを同一のＵＲＩにおいて顧客
のＷｅｂブラウザ３１に対して表示することが可能となり、１つのＵＲＩで複数のＷｅｂ
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ページにおける広告効果を容易にテストすることが可能となる。なお、基準Ｗｅｂページ
のＵＲＩと比較ＷｅｂページのＵＲＩを同一のＵＲＩとして登録する場合、後述するペー
ジ切替部１４において表示するＷｅｂページの切り替えを行う。
【００２９】
　ポップアップ画面の表示態様とは、Ｗｅｂブラウザ３１に表示されるポップアップ画面
をクリエイティブとした場合の表示態様である。ポップアップ画面の表示態様は、利用者
端末２のＷｅｂブラウザ２１によって設定することができる。ポップアップ画面の表示態
様の設定とは、例えば、クリエイティブであるポップアップ画面に表示される表示コンテ
ンツ（動画コンテンツ、静止画コンテンツ、テキストコンテンツ等）の選択である。また
、ポップアップ画面の表示態様の設定は、表示コンテンツのデザイン（色、形状、大きさ
）の設定、または、ハイパーリンクをクリックしたときに表示されるＷｅｂページのＵＲ
Ｉの設定であってもよい。また、ポップアップ画面の表示態様の設定は、ポップアップ画
面の表示タイミング（後述）の設定、ポップアップ画面の表示位置（中央、右、左、上、
右下、左下等）の設定、ポップアップウィンドウの表示アニメーション（フェードイン、
バウンド、回転、ズームイン等）の設定、または、ポップアップ画面の表示オプション（
タイトルテキスト、説明文、ボタンに表示されるテキスト等）の設定であってもよい。
【００３０】
　ここで、ポップアップ画面の表示タイミングの設定とは、例えば、Ｗｅｂページが表示
されてからポップアップ画面が表示されるまでの時間（滞在時間）の設定である。また、
ポップアップ画面の表示タイミングの設定は、Ｗｅｂブラウザに対して所定の操作（例え
ば、離脱操作、「戻る」操作、またはスクロール操作等）をしたときにポップアップ画面
を表示する設定等であってもよい。離脱操作には、例えば、Ｗｅｂブラウザ（またはタブ
）を閉じる操作、ＵＲＬバーへの入力操作、またはページ更新操作等である。
【００３１】
　なお、ポップアップ画面の表示態様の設定には、１つのポップアップ画面に複数の表示
コンテンツを含める設定、または、複数のポップアップ画面を一度に表示する設定が含ま
れていてもよい。
【００３２】
　ページ生成部１３は、Ｗｅｂブラウザ３１の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れるポップアップ画面を表示する基準Ｗｅｂページと、Ｗｅｂブラウザ３１の表示画面に
おいて第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示されるポップアップ画面を表示する
比較Ｗｅｂページとを生成する。
【００３３】
　＜基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅｂページ＞
　基準Ｗｅｂページとは、第１の表示態様におけるポップアップ画面をクリエイティブと
して表示するＷｅｂページである。また、比較Ｗｅｂページとは、第１の表示態様を変更
した他の表示態様におけるポップアップ画面をクリエイティブとして表示するＷｅｂペー
ジである。基準Ｗｅｂページは、Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告効果を解析
する際に、比較Ｗｅｂページの比較対象とされるＷｅｂページである。Ｗｅｂページに対
するアクセスに基づく広告効果とは、例えば、Ｗｅｂページの表示数（ＰＶ数）に対する
クリック率（ＣＴＲ）、コンバージョン数（ＣＶ数）、またはコンバージョン率（ＣＶＲ
）等である。コンバージョン率は、例えば、サイト全体の訪問者数に対するコンバージョ
ンに至った人の数、またはサイト全体のセッション数に対するコンバージョンに至った人
の数として算出することができる。
【００３４】
　ページ生成部１３は、第１の表示態様（の一部または全部）を変更した他の表示態様に
おけるポップアップ画面を表示するＷｅｂページを生成することにより、比較Ｗｅｂペー
ジに対するアクセスに基づく広告効果を容易にテストすることが可能となる。
【００３５】
　ページ生成部１３は、予め設定された条件に基づき基準Ｗｅｂページまたは比較Ｗｅｂ



(8) JP 2020-113140 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

ページを生成するようにしてもよい。予め設定された条件とは、例えば、第１の表示態様
において変更するクリエイティブが予め定められている場合である。例えば、ポップアッ
プ画面において表示するテキスト追加、削除または変更等の内容を予め定めて設定して保
存しておく。ページ生成部１３は、保存された設定に基づき、基準Ｗｅｂページまたは比
較Ｗｅｂページを生成することができる。ページ生成部１３は、予め設定された条件に基
づきＷｅｂページを生成することにより、迅速にＷｅｂページを生成することが可能とな
る。
【００３６】
　また、ページ生成部１３は、ランディングページのＵＲＩに対する流入元の情報に基づ
き基準Ｗｅｂページまたは比較Ｗｅｂページを生成するようにしてもよい。流入元の情報
とは、例えば、流入元のサイト、流入元の地域、またはアクセスした顧客の性別、年齢も
しくは興味等の情報である。流入元の情報は、例えば、通信ヘッダの情報、またはアクセ
スした顧客のＷｅｂブラウザから得られる情報（例えば、ｃｏｏｋｉｅ）等から取得する
ようにしてもよい。ｃｏｏｋｉｅはＷｅｂページを含むＷｅｂサイトへの過去のアクセス
との紐付けを可能にする情報であるため、過去にＷｅｂサイトにおいて顧客の性別等の顧
客情報が登録されている場合、ｃｏｏｋｉｅによって顧客情報が紐付けられて流入元情報
として取得することが可能となる。例えば、ページ生成部１３は、顧客の性別または年齢
に応じて、広告対象の商品の効能を表すテキストの内容を変更したＷｅｂページを生成す
るようにしてもよい。ページ生成部１３は、流入元の情報に基づきＷｅｂページを生成す
ることにより、顧客に応じたＷｅｂページを容易に生成することが可能となる。
【００３７】
　また、ページ生成部１３は、複数の比較Ｗｅｂページを生成するようにしてもよい。例
えば、ポップアップ画面において３つのクリエイティブの組合わせにおいてそれぞれのク
リエイティブが２種類の異なる態様を有する場合、ポップアップ画面は２×２×２＝８種
類の表示態様となる。ページ生成部１３は、基準Ｗｅｂページにおける表示態様に対して
、他の７種類の表示態様における比較Ｗｅｂページを生成することにより、いずれのクリ
エイティブの組合せの広告効果が最大であるかを容易にテスト可能にすることができる。
特にポップアップ画面の表示態様には、上述のように様々な表示態様が含まれるため、ペ
ージ生成部１３において比較Ｗｅｂページを生成することにより、多くの表示態様におけ
るポップアップ画面における広告効果を容易にテストすることが可能となる。
【００３８】
　なお、ページ生成部１３において生成されたＷｅｂページは、ＵＩ提供部１２によって
利用者から登録されたランディングページのＵＲＩを有している。ページ生成部１３は、
ランディングページのＵＲＩが示すＷｅｂサーバに対して生成したＷｅｂページを登録す
るようにしてもよい。ページ生成部１３は、生成したＷｅｂページにおいて、通信制御部
１１に対してランディングページに対するアクセス状況、またはコンバージョン状況等の
アクセス情報を送信するための情報（プログラム）を埋め込むようにしてもよい。情報処
理装置１は、ページ生成部１３において生成されたＷｅｂページに対してＷｅｂブラウザ
３１からアクセスがあった場合、ランディングページに対するアクセス情報に基づき広告
効果を測定することが可能となる。
【００３９】
　ページ切替部１４は、ランディングページのＵＲＩにＷｅｂブラウザ３１からアクセス
があったときにＷｅｂブラウザ３１に提供されるＷｅｂページを、基準Ｗｅｂページと比
較Ｗｅｂページとで切り替える。
【００４０】
　例えば、ページ切替部１４は、予め設定された条件に基づきＷｅｂページを切り替えて
もよい。予め設定された条件とは、例えば、所定の時間の経過毎（例えば、１０分間毎）
、所定のアクセス数への到達毎（例えば、１０００ＰＶ毎）、または所定のＣＶ数への達
成毎（例えば、１０ＣＶ毎）等の条件である。ページ切替部１４が予め設定された条件に
基づきＷｅｂページを切り替えることにより、それぞれの表示態様のポップアップ画面に
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おける広告効果を迅速にテストすることが可能となる。なお、ページ切替部１４において
切り替えるＷｅｂページは、ページ生成部１３において予め生成されて記憶部１５に記憶
しておくことができる。Ｗｅｂページを予め生成して記憶しておくことにより、Ｗｅｂペ
ージ生成の時間を短縮することが可能となる。
【００４１】
　また、ページ切替部１４は、ランディングページのＵＲＩにアクセスした流入元の情報
に基づきＷｅｂページを切り替えてもよい。流入元の情報とは、上述のように、流入元の
サイト、流入元の地域、またはアクセスした顧客の性別、年齢もしくは興味等の情報であ
る。流入元の情報に基づきＷｅｂページを切り替えることにより、顧客に応じたＷｅｂペ
ージにおける広告効果を迅速にテストすることが可能となる。
【００４２】
　記憶部１５は、情報処理装置１において利用されるデータを記憶する。例えば、記憶部
１５は、ＵＩ提供部１２から利用者によって登録されたランディングページのＵＲＩ、ペ
ージ生成部１３においてＷｅｂページを生成するときに用いられる予め設定された条件、
または、ページ切替部１４においてＷｅｂページを切り替えるときに用いられる予め設定
された条件等を記憶する。
【００４３】
　解析部１６は、基準Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告効果と比較Ｗｅｂペー
ジに対するアクセスに基づく広告効果とを解析する。Ｗｅｂページに対するアクセスに基
づく広告効果とは、上述のように、ＰＶ数、ＣＴＲ、ＣＶ数またはＣＶＲ等の指標によっ
て表される数値である。解析部１６は、これらの指標に基づき、広告効果が最大となるＷ
ｅｂページの表示態様を解析することができる。例えば、解析部１６は、実際に広告効果
を測定した表示態様の中で最も広告効果の高い表示態様を明らかにすることができる。ま
た、解析部１６は、クリエイティブを変数とした多変量解析を行うことにより、広告効果
を測定していない表示態様において広告効果が最大となる表示態様を予測するようにして
もよい。解析部１６において広告効果を解析することにより、例えば、Ａ／Ｂテスト等に
おけるテスト時間やサンプリング数を節約することが可能となり、ポップアップ画面の表
示態様をクリエイティブとする広告効果を容易に向上させることができる。
【００４４】
　結果提供部１７は、解析部１６において解析された解析結果を、利用者端末２等に対し
て提供する。結果提供部１７は、解析結果として、例えば、基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅ
ｂページにおける広告効果を表示する表示画面を生成して、通信制御部１１を介してＷｅ
ｂブラウザ２１に対して提供する。結果提供部１７は、解析結果として、広告効果が最大
となる表示態様を表示するようにしてもよい。利用者は、結果提供部１７から提供される
解析結果に基づきランディングページの最適化（ＬＰＯ（Ｌａｎｄｉｎｇ　Ｐａｇｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ））を実施することが可能となる。
【００４５】
　なお、情報処理装置１が有する、通信制御部１１、ＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ）提供部１２、ページ生成部１３、ページ切替部１４、記憶部１５、解析部１６および
結果提供部１７の各機能部は、情報処理装置１の機能部の一例を示したものであり、情報
処理装置１が有する機能を限定したものではない。例えば、情報処理装置１は、上記全て
の機能部を有している必要はなく、一部の機能部を有するものであってもよい。また、情
報処理装置１は、上記以外の他の機能を有していてもよい。例えば、情報処理装置１は、
情報を入力するために入力機能や、装置の稼働状態をＬＥＤランプ等により報知する出力
機能を有していてもよい。
【００４６】
　また、情報処理装置１が有する上記各機能部は、上述の通り、ソフトウェアによって実
現されるものとして説明した。しかし、情報処理装置１が有する上記機能部の中で少なく
とも１つ以上の機能部は、ハードウェアによって実現されるものであってもよい。
【００４７】
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　また、情報処理装置１が有する上記何れかの機能部は、１つの機能部を複数の機能部に
分割して実施してもよい。また、情報処理装置１が有する上記何れか２つ以上の機能部を
１つの機能部に集約して実施してもよい。すなわち、図１は、情報処理装置１が有する機
能を機能ブロックで表現したものであり、例えば、各機能部がそれぞれ別個のプログラム
ファイル等で構成されていることを示すものではない。
【００４８】
　また、情報処理装置１は、１つの筐体によって実現される装置であっても、ネットワー
ク等を介して接続された複数の装置から実現されるシステムであってもよい。例えば、情
報処理装置１は、その機能の一部または全部をクラウドコンピューティングシステムによ
って提供されるクラウドサービス等、他の仮想的な装置によって実現するものであっても
よい。すなわち、情報処理装置１は、上記各機能部のうち、少なくとも１以上の機能部を
他の装置において実現するようにしてもよい。また、情報処理装置１は、デスクトップＰ
Ｃ等の汎用的なコンピュータであってもよく、機能が限定された専用の装置であってもよ
い。
【００４９】
　次に、図２を用いて、情報処理装置１のハードウェア構成を説明する。図２は、実施形
態における情報処理装置１のハードウェア構成の一例を示すブロック図である。
【００５０】
　情報処理装置１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０
１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、Ｉ／Ｏ機器１０４、および通信Ｉ／Ｆ（Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）１０５を有する。情報処理装置１は、図１で説明した情報処理プログラムを実行
する装置である。
【００５１】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０２またはＲＯＭ１０３に記憶された情報処理プログラムを
実行することにより、利用者端末の制御を行う。情報処理プログラムは、例えば、プログ
ラムを記録した記録媒体、又はネットワークを介したプログラム配信サーバ等から取得さ
れて、ＲＯＭ１０３にインストールされ、ＣＰＵ１０１から読出されて実行される。
【００５２】
　Ｉ／Ｏ機器１０４は、操作入力機能と表示機能（操作表示機能）を有する。Ｉ／Ｏ機器
１０４は、例えばタッチパネルである。タッチパネルは、情報処理装置１の利用者に対し
て指先又はタッチペン等を用いた操作入力を可能にする。本実施形態におけるＩ／Ｏ機器
１０４は、操作表示機能を有するタッチパネルを用いる場合を説明するが、Ｉ／Ｏ機器１
０４は、表示機能を有する表示装置と操作入力機能を有する操作入力装置とを別個有する
ものであってもよい。その場合、タッチパネルの表示画面は表示装置の表示画面、タッチ
パネルの操作は操作入力装置の操作として実施することができる。なお、Ｉ／Ｏ機器１０
４は、ヘッドマウント型、メガネ型、腕時計型のディスプレイ等の種々の形態によって実
現されてもよい。
【００５３】
　通信Ｉ／Ｆ１０５は、通信用のＩ／Ｆである。通信Ｉ／Ｆ１０５は、例えば、無線ＬＡ
Ｎ、有線ＬＡＮ、赤外線等の近距離無線通信を実行する。図は通信用のＩ／Ｆとして通信
Ｉ／Ｆ１０５のみを図示するが、情報処理装置１は複数の通信方式においてそれぞれの通
信用のＩ／Ｆを有するものであってもよい。
【００５４】
　次に、図３を用いて、情報処理装置１における表示態様の設定の動作を説明する。図３
は、実施形態における情報処理装置１の動作の第１の例を示すフローチャートである。な
お、以下に示すフローチャートにおける動作の実行主体は情報処理装置１であるものとし
て説明するが、それぞれの動作は、上述した情報処理装置１の各機能部において実行する
ことができる。
【００５５】
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　図３において、情報処理装置１は、ランディングページのＵＲＬ（ＵＲＩの一形態）を
登録するためのＵＩを提供する（ステップＳ１１）。ＵＲＬを登録するためのＵＩにおい
て利用者は、例えばＷｅｂブラウザ２１からの手入力によってＵＲＬを登録することが可
能となる。ステップＳ１１の処理は、例えば、Ｗｅｂブラウザ２１から通信制御部１１に
対してアクセスがあったときに実行されてもよい。
【００５６】
　ステップＳ１１の処理を実行した後、情報処理装置１は、ランディングページのＵＲＬ
が取得できたか否かを判断する（ステップＳ１２）。ＵＲＬが取得できていないと判断し
た場合（ステップＳ１２：ＮＯ）、情報処理装置１は、ステップＳ１２の処理を繰り返し
、ＵＲＬが取得されるのを待機する。
【００５７】
　一方、ＵＲＬが取得できたと判断した場合（ステップＳ１２：ＹＥＳ）、情報処理装置
１は、取得したＵＲＬを記憶部１５に記憶する（ステップＳ１３）。なお、ランディング
ページのＵＲＬは利用者によって指定することができるが、情報処理装置１によって自動
的に生成するようにしてもよい。
【００５８】
　ステップＳ１３の処理を実行した後、情報処理装置１は、基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅ
ｂページにおけるポップアップ画面の表示態様を設定するためのＵＩをＷｅｂブラウザ２
１に対して提供する（ステップＳ１４）。
【００５９】
　ここで、図６を用いて、ポップアップ画面の表示態様を設定するためのＵＩを説明する
。図６は、実施形態における情報処理装置１から提供されるＷｅｂページの表示態様を設
定するためのＵＩの一例を示す図である。
【００６０】
　図６において、設定画面１０００は、Ｗｅｂページにおいて表示されるポップアップ画
面を含む表示態様の設定画面である。設定画面１０００は、Ｗｅｂブラウザ２１に表示さ
れる。設定画面１０００は、動的生成１００１、動的切替１００２、比較数１００３、流
入元１１００およびポップアップ設定１２００を有する。流入元１１００は、サイト１１
０１、地域１１０２、性別１１０３、年齢１１０４、興味１１０５を有する。ポップアッ
プ設定１２００は、動画サイト１２０１、画像ファイル１２０２、テキスト１２０３、デ
ザイン１２０４、クリック時ＵＲＬ１２０５、タイミング１２０６、表示位置１２０７、
アニメーション１２０８およびオプション１２０９を有する。動的生成１００１、動的切
替１００２、比較数１００３、サイト１１０１、地域１１０２、性別１１０３、年齢１１
０４、興味１１０５、動画サイト１２０１、画像ファイル１２０２、テキスト１２０３、
デザイン１２０４、クリック時ＵＲＬ１２０５、タイミング１２０６、表示位置１２０７
、アニメーション１２０８およびオプション１２０９は、それぞれが設定ボタンであり、
画面をクリック等するによって表示態様を設定することができる。
【００６１】
　動的生成１００１は、比較Ｗｅｂページを動的に生成するか否かを設定するためのボタ
ンである。動的生成１００１がＯＮ（図示ハッチング状態）の場合、ページ生成部１３に
おいて、比較Ｗｅｂページが動的に生成される。動的生成１００１がＯＮ（図示ハッチン
グ状態）の場合、例えば、ページ生成部１３は、ランディングページのＵＲＩに対してＷ
ｅｂブラウザ３１からアクセスがあった場合、ランディングページへの流入元の情報に基
づき、アクセスの都度、比較Ｗｅｂページを生成する。一方、動的生成１００１がＯＦＦ
（白抜き状態）の場合、予め設定された条件に基づき比較Ｗｅｂページが生成される。
【００６２】
　動的切替１００２は、基準Ｗｅｂページと比較Ｗｅｂページとを動的に切り替えるか否
かを設定するためのボタンである。動的切替１００２がＯＮの場合、ページ切替部１４に
おいて、Ｗｅｂページが動的に切り替わる。動的切替１００２がＯＮの場合、例えば、ペ
ージ切替部１４は、ランディングページのＵＲＩに対してＷｅｂブラウザ３１からアクセ
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スがあった場合、ランディングページへの流入元の情報に基づき、アクセスの都度、表示
するＷｅｂページを切り替える。一方、動的切替１００２がＯＦＦの場合、予め設定され
た条件に基づきＷｅｂページが切り替えられる。なお、切り替わる基準Ｗｅｂページと比
較Ｗｅｂページは予め生成しておくことができる。
【００６３】
　比較数１００３は、基準Ｗｅｂページと比較される比較Ｗｅｂページの数である。例え
ば、比較数が１の場合、比較Ｗｅｂページは１ページとなる。
【００６４】
　流入元１１００は、流入元に基づくＷｅｂページの動的な生成またはＷｅｂページの動
的な切り替えの条件を設定する。流入元１１００に設定される条件は、条件が合致する場
合の動作を合わせて設定することができる。
【００６５】
　サイト１１０１は流入元のサイトの設定をするためのボタンである。図示する三角形の
図形はプルダウンメニューの表示ボタンを示している。例えば、プルダウンメニューには
、ランディングページに流入するためのハイパーリングが含まれるサイトを設定すること
をできる。例えば、設定されたサイトからの流入に対して、ポップアップ画面の表示態様
を対応させて設定することができる。
【００６６】
　地域１１０２は流入元の地域の設定をするためのボタンである。例えば、プルダウンメ
ニューには、流入元の地域（国、地方、都道府県等）とポップアップ画面の表示態様を対
応させて設定することができる。
【００６７】
　性別１１０３はランディングページにアクセスした顧客の性別を設定するためのボタン
である。例えば、プルダウンメニューには、顧客の性別とポップアップ画面の表示態様と
を対応させて設定することができる。
【００６８】
　年齢１１０４はランディングページにアクセスした顧客の年齢を設定するためのボタン
である。例えば、プルダウンメニューには、顧客の年齢とポップアップ画面の表示態様と
を対応させて設定することができる。
【００６９】
　興味１１０５はランディングページにアクセスした顧客の興味を設定するためのボタン
である。例えば、プルダウンメニューには、顧客の興味とポップアップ画面の表示態様と
を対応させて設定することができる。
【００７０】
　＜流入元１１００の設定に基づくＷｅｂページの動的な生成または切り替えの例＞
　例えば、広告の対象が日本全国の顧客を想定するものである場合、顧客の住居する地域
によってＣＶＲ等の広告の成果に差（ばらつき）が出る場合がある。地域１１０２におい
て特定の地域における比較Ｗｅｂページの動的な生成または切り替えを設定することによ
り、設定された地域毎における基準Ｗｅｂページと比較ページとを動的に生成または切り
替えて提供することができる。これにより、地域毎における広告の成果の迅速なテストが
可能となるため、地域毎にＬＰＯを容易に図ることが可能となる。性別、年齢および興味
においても同様にそれぞれの設定における広告の成果の迅速なテストを可能にすることが
できる。
【００７１】
　なお、流入元１１００における設定は組み合わせて設定できるようにしてもよい。例え
ば、地域、性別および年齢を組み合わせてポップアップ画面の表示態様と対応させて設定
することにより、より詳細な顧客の分類に応じたポップアップ画面の表示態様を設定する
ことが可能となる。
【００７２】
　ポップアップ設定１２００は、ポップアップの表示態様を設定する。ポップアップ設定
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１２００に含まれる、動画サイト１２０１、画像ファイル１２０２、テキスト１２０３、
デザイン１２０４、クリック時ＵＲＬ１２０５、タイミング１２０６、表示位置１２０７
、アニメーション１２０８およびオプション１２０９のそれぞれは、ポップアップ画面に
おけるクリエイティブを設定するためのボタンである。
【００７３】
　動画サイト１２０１は、ポップアップ画面において表示する動画を設定するためのボタ
ンである。動画サイト１２０１には、例えば、動画サイトにおける動画コンテンツを指定
する情報を設定する。動画コンテンツを指定する情報とは、例えば、動画コンテンツのリ
ンク情報、動画コンテンツに対するアクセス権限等の情報である。
【００７４】
　画像ファイル１２０２は、静止画ファイルまたは動画ファイルへのファイルパスを設定
するためのボタンである。テキスト１２０３は、テキストファイルへのファイルパスを設
定するためのボタンである。
【００７５】
　デザイン１２０４は、表示コンテンツのデザイン（色、形状、大きさ）を設定するため
のボタンである。クリック時ＵＲＬ１２０５は、ポップアップ画面に含まれるハイパーリ
ンクをクリックしたときに表示されるＷｅｂページのＵＲＩの設定である。
【００７６】
　タイミング１２０６は、ポップアップ画面の表示タイミングを設定するためのボタンで
ある。ポップアップ画面は表示されている表示画面に重畳して表示されるため、顧客に対
して強い印象を与えることができる。したがって、例えば、ランディングページの閲覧に
おいてＣＶに繋がる可能性が低い場合にポップアップ画面をタイミング良く表示できれば
ＣＶＲの向上が期待できる。一方、ランディングページにおいて顧客がＣＶに繋がる操作
をしているときにその表示画面に重畳してポップアップ画面を表示すると、却ってＣＶＲ
の低下を招くことになる。したがって、ポップアップ画面の表示タイミングはランディン
グページの最適化（ＬＰＯ）を図る上で重要な選択事項となる。例えば、Ｗｅｂページが
表示されてから所定時間ＣＶに繋がる操作がされない場合、またはＷｅｂページからの離
脱操作をした場合等においてポップアップ画面を表示するタイミングを最適化することに
よりＬＰＯを達成できる可能性が高くなる。タイミング１２０６において、ポップアップ
画面の表示タイミングを設定することにより、様々なポップアップ画面の表示態様におけ
る広告効果を簡単に計測することが可能となるため、告効果を容易に向上させることが可
能となる。
【００７７】
　表示位置１２０７は、ポップアップ画面の表示位置を設定するためのボタンである。ア
ニメーション１２０８は、ポップアップ画面のアニメーション（フェードイン、バウンド
等）を設定するためのボタンである。また、オプション１２０９は、ポップアップ画面の
表示オプション（タイトルテキスト、説明文、ボタンに表示されるテキスト等）を設定す
るためのボタンである。
【００７８】
　再び、図３の説明に戻る。ステップＳ１４の処理を実行した後、情報処理装置１は、表
示態様の設定が完了したか否かを判断する（ステップＳ１５）。表示態様の設定が完了し
ていないと判断した場合（ステップＳ１５：ＮＯ）、情報処理装置１は、ステップＳ１５
の処理を繰り返し、表示態様の設定が完了するのを待機する。
【００７９】
　一方、表示態様の設定が完了したと判断した場合（ステップＳ１５：ＹＥＳ）、情報処
理装置１は、設定された表示態様を記憶する（ステップＳ１６）。設定された表示態様の
記憶は、例えば記憶部１５において実行することができる。ステップＳ１６の処理を実行
した後、情報処理装置１は、フローチャートに示す動作を終了する。
【００８０】
　次に、図４を用いて、情報処理装置１におけるＷｅｂページの生成の動作を説明する。
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図４は、実施形態における情報処理装置１の動作の第２の例を示すフローチャートである
。
【００８１】
　図４において、情報処理装置１は、図３で説明した動作において設定されたポップアッ
プ画面の表示態様を読み出す（ステップＳ２１）。
【００８２】
　ステップＳ２１の処理を実行した後、情報処理装置１は、設定された表示態様において
、Ｗｅｂページの動的生成が設定されているか否かを判断する（ステップＳ２２）。Ｗｅ
ｂページの動的生成は、図６で説明した動的生成１００１において設定することができる
。動的生成が設定されていると判断した場合（ステップＳ２２：ＹＥＳ）、情報処理装置
１は、ランディングページに対してアクセスがあったか否かを判断する（ステップＳ２３
）。アクセスがないと判断した場合（ステップＳ２３：ＮＯ）、情報処理装置１は、ステ
ップＳ２３の処理を繰り返し、ランディングページに対するアクセスを待機する。
【００８３】
　一方、ランディングページに対するアクセスがあったと判断した場合（ステップＳ２３
：ＹＥＳ）、情報処理装置１は、ランディングページに対するアクセスの流入元の情報を
取得する（ステップＳ２４）。流入元の情報とは、例えば、流入元のサイト、流入元の地
域、またはアクセスした顧客の性別、年齢もしくは興味等の情報であり、ランディングペ
ージにアクセスしたＷｅｂブラウザ等から取得することができる。
【００８４】
　ステップＳ２４の処理を実行した後、情報処理装置１は、ステップＳ２４の処理におい
て取得された流入元の情報に基づき、Ｗｅｂページを動的に生成する（ステップＳ２５）
。例えば、図６において説明したサイト１１０１において、流入元のサイトが登録されて
表示態様が設定されている場合、情報処理装置１は、取得された流入元の情報に基づき流
入元のサイトがサイト１１０１において登録されているサイトと一致するか否かを判断し
、一致すると判断した場合、対応して設定されている表示対応に応じてポップアップ画面
を表示するＷｅｂページを生成する。
【００８５】
　一方、ステップＳ２２の処理において、動的生成が設定されていないと判断した場合（
ステップＳ２２：ＮＯ）、情報処理装置１は、予め設定されている条件に基づきＷｅｂペ
ージを生成する（ステップＳ２６）。
【００８６】
　ステップＳ２５の処理を実行した後、またはステップＳ２６の処理を実行した後、情報
処理装置１は、生成したＷｅｂページを記憶する（ステップＳ２７）。ステップＳ２７の
処理を実行した後、情報処理装置１は、広告の効果を解析する（ステップＳ２８）。広告
の効果の解析は、例えば、生成したＷｅｂページにおけるＰＶ数、ＣＶ数またはＣＶＲ等
を測定し、基準Ｗｅｂページとの比較においてランディングページにおいて広告の効果を
最大とするクリエイティブ（またはクリエイティブの組合せ）を解析する。なお、解析結
果の提供は図示するフローチャートによる動作と非同期で行うことができる。例えば、Ｗ
ｅｂブラウザ２１からのリクエストに応じて結果提供部１７が解析結果を提供するように
してもよい。
【００８７】
　ステップＳ２８の処理を実行した後、情報処理装置１は、Ｗｅｂページの作成を終了す
るか否かを判断する（ステップＳ２９）。なお、Ｗｅｂページの作成の開始または終了は
、例えばＷｅｂブラウザ２１から情報処理装置１に対して開始または終了の指示をするこ
とによって実行することができる。Ｗｅｂページの作成を終了しないと判断した場合（ス
テップＳ２９：ＮＯ）、情報処理装置１は、ステップＳ２２の処理を実行する。一方、Ｗ
ｅｂページの作成を終了すると判断した場合（ステップＳ２９：ＹＥＳ）、情報処理装置
１は、フローチャートに示す動作を終了する。
【００８８】
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　次に、図５を用いて、情報処理装置１におけるＷｅｂページの切り替えの動作を説明す
る。図５は、実施形態における情報処理装置１の動作の第３の例を示すフローチャートで
ある。
【００８９】
　図５において、情報処理装置１は、図３で説明した動作において設定されたポップアッ
プ画面の表示態様を読み出す（ステップＳ３１）。
【００９０】
　ステップＳ３１の処理を実行した後、情報処理装置１は、設定された表示態様において
、Ｗｅｂページの動的切り替えが設定されているか否かを判断する（ステップＳ３２）。
Ｗｅｂページの動的生成は、図６で説明した動的生成１００１において設定することがで
きる。動的切り替えが設定されていると判断した場合（ステップＳ３２：ＹＥＳ）、情報
処理装置１は、ランディングページに対してアクセスがあったか否かを判断する（ステッ
プＳ３３）。アクセスがないと判断した場合（ステップＳ３３：ＮＯ）、情報処理装置１
は、ステップＳ３３の処理を繰り返し、ランディングページに対するアクセスを待機する
。
【００９１】
　一方、ランディングページに対するアクセスがあったと判断した場合（ステップＳ３３
：ＹＥＳ）、情報処理装置１は、ランディングページに対するアクセスの流入元の情報を
取得する（ステップＳ３４）。
【００９２】
　ステップＳ３４の処理を実行した後、情報処理装置１は、ステップＳ３４の処理におい
て取得された流入元の情報に基づき、Ｗｅｂページを動的に切り替える（ステップＳ３５
）。例えば、図６において説明したサイト１１０１において、流入元のサイトが登録され
て表示態様が設定されている場合、情報処理装置１は、取得された流入元の情報に基づき
流入元のサイトがサイト１１０１において登録されているサイトと一致するか否かを判断
し、一致すると判断した場合、対応して設定されている表示対応に応じてポップアップ画
面を表示するＷｅｂページを切り替える。
【００９３】
　一方、ステップＳ３２の処理において、動的切り替えが設定されていないと判断した場
合（ステップＳ３２：ＮＯ）、情報処理装置１は、予め設定されている条件に基づきＷｅ
ｂページを切り替える（ステップＳ３６）。
【００９４】
　ステップＳ３５の処理を実行した後、またはステップＳ３６の処理を実行した後、情報
処理装置１は、切り替えたＷｅｂページを記憶する（ステップＳ３７）。ステップＳ３７
の処理を実行した後、情報処理装置１は、広告の効果を解析する（ステップＳ３８）。広
告の効果の解析は、例えば、切り替えたＷｅｂページにおけるＰＶ数、ＣＶ数またはＣＶ
Ｒ等を測定し、基準Ｗｅｂページとの比較においてランディングページにおいて広告の効
果を最大とするクリエイティブ（またはクリエイティブの組合せ）を解析する。なお、解
析結果の提供は図示するフローチャートによる動作と非同期で行うことができる。例えば
、Ｗｅｂブラウザ２１からのリクエストに応じて結果提供部１７が解析結果を提供するよ
うにしてもよい。
【００９５】
　ステップＳ３８の処理を実行した後、情報処理装置１は、Ｗｅｂページの切り替えを終
了するか否かを判断する（ステップＳ３９）。なお、Ｗｅｂページの切り替えの開始また
は終了は、例えばＷｅｂブラウザ２１から情報処理装置１に対して開始または終了の指示
をすることによって実行することができる。Ｗｅｂページの切り替えを終了しないと判断
した場合（ステップＳ３９：ＮＯ）、情報処理装置１は、ステップＳ３２の処理を実行す
る。一方、Ｗｅｂページの切り替えを終了すると判断した場合（ステップＳ３９：ＹＥＳ
）、情報処理装置１は、フローチャートに示す動作を終了する。
【００９６】



(16) JP 2020-113140 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

　なお、図示したフローチャートは、情報処理装置１の動作の一例を示したものであり、
情報処理装置１における動作を限定するものではない。
【００９７】
　なお、本実施形態で説明した装置を構成する機能を実現するためのプログラムを、コン
ピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、当該記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することにより、本実施形態の上述した種々の処
理を行ってもよい。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等
のハードウェアを含むものであってもよい。また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷ
システムを利用している場合であれば、ホームページ提供環境（あるいは表示環境）も含
むものとする。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディ
スク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、
ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶
装置のことをいう。
【００９８】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアント
となるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））のように、一定時間プログラムを保持して
いるものも含むものとする。また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格
納したコンピュータシステムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波に
より他のコンピュータシステムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝
送媒体」は、インターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信
線）のように情報を伝送する機能を有する媒体のことをいう。また、上記プログラムは、
前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さらに、前述した機能をコン
ピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組合せで実現するもの、いわゆ
る差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【００９９】
　以上、本発明の実施形態について、図面を参照して説明してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲においての種々の
変更も含まれる。
【符号の説明】
【０１００】
　１　　　　情報処理装置
　１１　　　通信制御部
　１２　　　ＵＩ提供部
　１３　　　ページ生成部
　１４　　　ページ切替部
　１５　　　記憶部
　１６　　　解析部
　１７　　　結果提供部
　２　　　　利用者端末
　２１　　　Ｗｅｂブラウザ
　３　　　　顧客端末
　３１　　　Ｗｅｂブラウザ
　９　　　　ネットワーク
　１０１　　ＣＰＵ
　１０２　　ＲＡＭ
　１０３　　ＲＯＭ
　１０４　　Ｉ／Ｏ機器
　１０５　　通信Ｉ／Ｆ
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　１０００　設定画面
　１００１　動的生成
　１００２　動的切替
　１００３　比較数
　１１００　流入元
　１１０１　サイト
　１１０２　地域
　１１０３　性別
　１１０４　年齢
　１１０５　興味
　１２００　ポップアップ設定
　１２０１　動画サイト
　１２０２　画像ファイル
　１２０３　テキスト
　１２０４　デザイン
　１２０５　クリック時ＵＲＬ
　１２０６　タイミング
　１２０７　表示位置
　１２０８　アニメーション
　１２０９　オプション

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月6日(2019.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセス
したときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れる画面を表示する基準Ｗｅｂページと、前記ユニフォームリソース識別子にアクセスし
たときに前記表示画面において前記第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示される
画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成するページ生成部と、
　前記他の表示態様と前記ユニフォームリソース識別子とを、インターネットを介して接
続された端末から設定可能にするためのユーザインタフェースを提供するＵＩ提供部と、
　前記ページ生成部において生成された前記基準Ｗｅｂページおよび比較Ｗｅｂページ、
前記ＵＩ提供部において設定された前記ユニフォームリソース識別子、ならびに前記ユニ
フォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供される前記基準Ｗｅ
ｂページと前記比較Ｗｅｂページとを切り替えるための条件、を記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された前記条件に基づき、前記基準Ｗｅｂページもしくは比較Ｗｅｂ
ページに対するアクセス数、または前記基準Ｗｅｂページもしくは比較Ｗｅｂページにお
けるコンバージョン数が所定の数に達したときに前記ユニフォームリソース識別子にアク
セスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂページを、前記記憶部に記憶された前
記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記基準Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告の効果と、前記ページ切替部にお
いて切り替えられた前記比較Ｗｅｂページに対するアクセスに基づく広告の効果とを解析
する解析部と、
　前記解析部において解析された解析結果を提供する結果提供部と
　をさらに備える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ＵＩ提供部は、前記他の表示態様における画面において表示させるコンテンツの表
示態様を設定するためのユーザインタフェースを提供する、請求項１または２に記載の情
報処理装置。
【請求項４】
　前記ＵＩ提供部は、前記他の表示態様における画面において表示させる動画コンテンツ
を動画公開サイトから取得するためのユーザインタフェースを提供する、請求項１から３
のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記ＵＩ提供部は、前記他の表示態様における画面の表示条件を設定するためのユーザ
インタフェースを提供する、請求項１から４のいずれか一項に記載の情報処
理装置。
【請求項６】
　前記ページ生成部は、予め設定された条件に基づき前記比較Ｗｅｂページを生成する、
請求項１から５のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記ページ生成部は、前記ユニフォームリソース識別子に対する流入元の情報に基づき
前記比較Ｗｅｂページを生成する、請求項１から６のいずれか一項に記載の情報処理装置
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。
【請求項８】
　前記ページ切替部は、予め設定された条件に基づき前記ユニフォームリソース識別子に
おいて表示されるＷｅｂページを切り替える、請求項１から７のいずれか一項に記載の情
報処理装置。
【請求項９】
　前記ページ切替部は、前記ユニフォームリソース識別子に対する流入元の情報に基づき
前記ユニフォームリソース識別子において表示されるＷｅｂページを切り替える、請求項
１から８のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　情報処理装置において実行される情報処理方法であって、
　インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセス
したときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れる画面を表示する基準Ｗｅｂページと、前記ユニフォームリソース識別子にアクセスし
たときに前記表示画面において前記第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示される
画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成するページ生成ステップと、
　前記他の表示態様と前記ユニフォームリソース識別子とを、インターネットを介して接
続された端末から設定可能にするためのユーザインタフェースを提供するＵＩ提供ステッ
プと、
　前記ページ生成ステップにおいて生成された前記基準Ｗｅｂページおよび比較Ｗｅｂペ
ージ、前記ＵＩ提供ステップにおいて設定された前記ユニフォームリソース識別子、なら
びに前記ユニフォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供される
前記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとを切り替えるための条件、を記憶する記
憶ステップと、
　前記記憶ステップにおいて記憶された前記条件に基づき、前記基準Ｗｅｂページもしく
は比較Ｗｅｂページに対するアクセス数、または前記基準Ｗｅｂページもしくは比較Ｗｅ
ｂページにおけるコンバージョン数が所定の数に達したときに前記ユニフォームリソース
識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂページを、前記記憶ステ
ップにおいて記憶された前記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとで切り替えるペ
ージ切替ステップと、
　を含む、情報処理方法。
【請求項１１】
　コンピュータに、
　インターネット上の予め定められたユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）にアクセス
したときにＷｅｂブラウザに表示される広告の表示画面において第１の表示態様で表示さ
れる画面を表示する基準Ｗｅｂページと、前記ユニフォームリソース識別子にアクセスし
たときに前記表示画面において前記第１の表示態様を変更した他の表示態様で表示される
画面を表示する比較Ｗｅｂページとを生成するページ生成機能と、
　前記他の表示態様と前記ユニフォームリソース識別子とを、インターネットを介して接
続された端末から設定可能にするためのユーザインタフェースを提供するＵＩ提供機能と
、
　前記ページ生成機能において生成された前記基準Ｗｅｂページおよび比較Ｗｅｂページ
、前記ＵＩ提供機能において設定された前記ユニフォームリソース識別子、ならびに前記
ユニフォームリソース識別子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供される前記基準
Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとを切り替えるための条件、を記憶する記憶機能と
、
　前記記憶機能において記憶された前記条件に基づき、前記基準Ｗｅｂページもしくは比
較Ｗｅｂページに対するアクセス数、または前記基準Ｗｅｂページもしくは比較Ｗｅｂペ
ージにおけるコンバージョン数が所定の数に達したときに前記ユニフォームリソース識別
子にアクセスしたときにＷｅｂブラウザに提供されるＷｅｂページを、前記記憶機能にお
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いて記憶された前記基準Ｗｅｂページと前記比較Ｗｅｂページとで切り替えるページ切替
機能と、
　を実現させるための、情報処理プログラム。
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